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三ヶ尻隆雄議員

住民参加

自
治
会
組
織
設
立
の
支
援
を

自
発
性
を
尊
重
し
組
織
整
備
に
努
め
る

たい肥センター

処
理
方
式
提
案
会
社
の
協
定
参
加
を

地
区
住
民
、農
業
法
人
、町
の
三
者
で
締
結

議員８人が一般質問

質
問

合
併
問
題
懇
談
会
、

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
と
、
町
幹

部
が
地
区
に
出
向
い
て
も
参
加

者
が
非
常
に
少
な
い
状
況
で
、

政
治
離
れ
を
危
ぐ
す
る
。
町
民

が
行
政
に
関
心
と
か
か
わ
り
を

持
つ
よ
う
努
力
す
べ
き
だ
。
そ

の
た
め
に
は
各
地
域
の
自
治
会

組
織
を
全
町
に
設
立
し
、
支
援

し
て
は
ど
う
か
。

沼
崎
町
長

町
の
広
報
紙
や

防
災
行
政
無
線
で
の
周
知
は

行
っ
た
が
、
前
日
も
周
知
す
べ

き
だ
っ
た
な
ど
の
声
も
あ
り
今

後
の
対
応
に
活
か
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
時
期
的
に

ウ
ニ
の
口
開
け
の
前
日
に
当

た
っ
た
地
区
も
あ
る
。
今
回
の

テ
ー
マ
が
地
方
行
財
政
の
制
度

問
題
で
あ
り
既
に
マ
ス
コ
ミ
な

ど
で
周
知
の
部
分
も
相
当
あ
っ

た
と
思
う
。
懇
談
会
で
参
加
者

の
少
な
さ
が
話
題
に
も
な
っ
た

が
、
町
民
は
行
政
を
信
頼
し
任

せ
て
い
る
の
で
は
、
と
の
見
方

も
あ
っ
た
。

自
治
会
組
織
や
住
民
と
は
行

政
の
広
い
分
野
で
協
働
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
組
織
の
あ
り

方
や
設
立
に
つ
い
て
は
、
関
心

を
も
っ
て
い
る
。
自
発
性
を
尊

重
し
な
が
ら
設
立
や
運
営
に
必

要
な
指
導
・
助
言
な
ど
一
定
の

関
係
を
持
ち
な
が
ら
全
町
的

に
、
組
織
整
備
が
進
む
よ
う
努

め
て
い
く
。

質
問

た
い
肥
セ
ン
タ
ー
は

法
期
限
ま
で
に
操
業
で
き
る
か
。

産
廃
処
理
業
、
産
廃
運
搬
業
な

ど
許
可
取
得
に
日
数
が
か
か
る

と
思
う
が
織
り
込
み
済
み
か
。

処
理
方
式
の
提
案
会
社
も
協

定
に
参
加
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

協
定
書
は
締
結
し
た
の
か
。

沼
崎
町
長

畜
ふ
ん
は
、
十

一
月
一
日
か
ら
搬
入
す
る
計
画

で
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
許

可
は
、
処
理
施
設
の
許
可
手
続

き
中
で
あ
る
。
営
業
ま
で
は
、

町
か
ら
法
人
へ
の
施
設
の
貸
付

に
伴
う
手
続
き
、
法
人
に
よ
る

技
術
管
理
者
資
格
の
取
得
、
そ

し
て
処
理
業
の
許
可
申
請
と
進

み
、
九
月
を
め
ど
に
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
蓄
ふ
ん
の
持
ち
込

み
は
、
各
農
家
が
行
う
た
め
運

搬
業
の
許
可
は
い
ら
な
い
。

た
い
肥
セ
ン
タ
ー
は
町
が
提

案
を
受
け
決
定
し
た
も
の
で
、

処
理
技
術
提
案
会
社
の
環
境
保

全
協
定
へ
の
参
加
は
、
そ
ぐ
は

な
い
と
考
え
る
。

協
定
書
は
、
地
区
住
民
、
農

業
法
人
、
町
の
三
者
で
地
区
住

民
が
出
し
た
原
案
や
他
地
区
の

事
例
を
も
と
に
検
討
を
重
ね
了

承
を
得
て
お
り
、
間
も
な
く
締

結
の
予
定
で
あ
る
。

たい肥センター建設に伴う環境保全協定書調
印式が、５月15日にエコファーム山田、繋地
区自治会、山田町の三者で行われました

これからの行政は、自治会や住民とより広い分野で協働してい
く必要があります（八千代地区自治会「井戸ばた会議」の様子）


